
 

２０１６年２月１９日（金） 

於：アルカディア市ヶ谷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文教大学  早川 明夫 
 

 

 

 

  



 

１ 全般的な出題傾向（分析：首都圏の主要 73校） 

 

１． 問題の大半は基礎・基本 ― 合否は基礎・基本問題の成否で決定 

（１）基礎・基本の学力の定着をみる ― 基礎的な用語の理解，正確な知識 

  ①用語・・・流域面積，詔，武士，紡績，製糸，憲法，主権 など 

  ②都道府県の位置と形 ⇒ 新幹線のルート 

（２）難問対策 

Ａ．単にむずかしい用語や人名を問う場合⇒ 
 
（例） 
Ｑ１ 

 
（Ａ．橘諸兄） 

Ｑ２ 

 
（Ａ．藤原仲麻呂） 

 
 

Ｂ．ご当地問題⇒郷土資料館・博物館の見学・・・新たな発見 
（例） 
Ｑ１ 

 
（Ａ．水塚（みづか）） 

Ｑ２ 

 
（Ａ．ウ ） 

⇒荒川ふるさと文化館、北区飛鳥山博物館の見学 
 

 

  

荒川と隅田川の分岐点となる水門を、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。 
ア 花畑水門    イ 六郷水門    ウ 岩淵水門    エ 篠崎水門 

（開成） 

荒川流域の低地に見られる土盛りした施設の名称を答えなさい。           （開成） 

「恵美押勝」は天皇から授けられた名前です。これ以前に名のっていた名前を答えなさい。 

（暁星） 

 

737年、藤原四子が病気に倒れると、（１）が政治の実権をにぎり、唐から帰国した吉備真備や玄昉

がこれを支えた。（１）に当てはまる適切な名前を答えなさい。           （暁星） 
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２．問題の形式分析（分析：首都圏の主要 73校） 

（１）記号選択の割合が最も多いが、用語記述が増える傾向 

※漢字指定 全体７３％（男子校：７６％， 女子校：６３％， 共学校：８１％） 

（２）記述問題（一行記述の問題も含め）― ８５％の学校で出題 

・校種別出題  （ １６年 ←１５年 ← １４年 ← １３年 ← １２年 ← １１年 ） 

男 子 校（25校） ８４％← ６７％  ← ７０％  ← ７１％ ← ８０％  ← ７７％ 

女 子 校（27校）８９％← ６９％  ← ８７％  ← ８８％ ← ９２％  ← ９２％ 

共 学 校（21校）８１％← ８２％  ← ８１％  ← ８３％ ← ７７％  ← ８０％ 

全   体    ８５％← ７４％  ← ７９％  ← ８１％ ← ８３％  ← ８３％ 

・内   容  理由を問う問題※ ＞ 資料の読み取りの問題 ＞ 用語の説明 

※たえず「なぜ？」「どうして？」 

（３）資料（表・グラフ・雨温図・分布図・史料・絵画資料・写真など）の読み取り問題は大半の学校で出題 

―分析力とあわせて表現力も求められる。 

●地 形 図：全体３７％（男子校：２８％（19%），女子校：４４％（44%），共学校：３８％(41%)） 

※（ ）は前年   

 

 

 

３．時事問題（周年問題も含む）を念頭に置いた出題が過去最多 

―  新聞を読むなどして国内外の出来事に関心を持つ 

＜選挙権年齢の引き下げ＞ 

① 何歳から何歳に引き下げたのか 

② いつから、何の選挙から実施か 

③ なぜ引き下げたのか ⇒ 改正国民投票法 

④ おもな選挙法の改正〔制限選挙、普通選挙法（1925）、新選挙法（1945年）〕 

⑤ 自由民権運動 ⇒ 大日本帝国憲法 ⇒ 第１回衆院選挙 ⇒ 第１回帝国議会 

⑥ 選挙の４大原則           ⑦衆参院選の投票率の推移 

⑧ 若者の低投票率           ⑨１票の格差       

⑩ 衆参の選挙制度  

 

【出題例】 

 
（解答例） 

日本国憲法で法の下の平等が保障され、法律上では性別による差別はなくなっているはずなのだが、実際は結婚

や出産を機に退職する女性が多く、正社員としての採用の割合や賃金の面でも男女の格差が残っている。 

  

社会の都合や必要から境が設けられることで、人びとが混乱し、ときには困ったり、苦しんだりする例は、

年齢のほかにもあります。そうした例を一つあげ、どのように人びとが混乱したり、あるいは困ったり、

苦しんだりするのかを、80字以上 100字以内で説明しなさい。               （麻布） 
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＜時事問題※の出題状況＞ ― 過去最高の約９６％の学校が出題 

（ １６年 ← １５年 ← １４年 ← １３年 ←   １２年  ← １１年 ） 

男 子 校   ９６％ ← ５９％ ← ８８％ ← ７１％ ←  ８１％  ← ８２％ 

女 子 校   ９６％ ← ９４％ ← ８９％ ← ９６％ ← １００％  ← ９２％ 

共 学 校   ９５％ ← ９７％ ←１００％ ← ８３％ ← １００％  ← ９３％ 

全   体  ９６％ ← ８６％ ← ９２％ ← ８３％ ←  ９４％  ← ８９％ 

                                       ※周年問題も含む 

＜時事問題トップ１３＞ 

 内  容 校数 

１ 選挙年齢１８歳以上に引き下げ 28 

２ 明治日本の産業革命遺産  

製鉄・製鋼、造船、石炭産業 
13 

３ 新幹線関連（北陸・北海道など） 12 

４ ２０１６夏の参院選（合区など） 11 

６ 戦後７０年関連 8 

６ オリンピック（2020 東京五輪など） 8 

８ 集団的自衛権と安全保障関連法 7 

８ 自然災害（火山災害・水害など） 7 

11 日本の世界遺産（富岡製糸場など） 5 

11 難民・移民問題（シリア内戦など） 5 

11 ＴＰＰ 5 

13 消費税（税率 10％、しくみなど） 4 

13 伊勢志摩サミット 4 

＜略称＞ 

  校数 

１ ＰＫＯ（国連平和維持活動） 7 

２ ＮＧＯ（非政府組織） 6 

３ ＯＤＡ（政府開発援助） 4 

６ ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定） 

（環太平洋経済連携協定） 
3 

６ ＷＨＯ（世界保健機関） 3 

６ ＷＴＯ（世界貿易機関） 3 

10 ＩＭＦ（国際通貨基金） 2 

10 ＵＮＥＳＣＯ（国連教育科学文化機関） 2 

10 ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所） 2 

10 ＵＮＩＣＥＦ（国連児童基金） 2 

＜憲法条文＞ 

 条 文 校数 

１ ９６条 （憲法改正の手続） 8 

２ ２５条 （生存権） 6 

４ ９条 （戦争放棄） 5 

４ １４条 （法の下の平等） 5 

６ １３条 （幸福追求権） 3 

６ ２７条 （勤労の権利と義務） 3 

12 １条 （象徴天皇制） 2 

12 １１条 （基本的人権の享有） 2 

12 ２２条 （居住移転の自由・職業選択の自由） 2 

12 ２６条 （教育を受ける権利・義務教育） 2 

12 ４１条 
（国会の地位（国権の最高機関・唯一

の立法機関）） 
2 

12 前文 （国民主権 etc） 2 

ほかにも… 

訪日外国人過去最高，日本、国連安保理の非常任理事

国，川内原発再稼働，選挙における低投票率問題，ス

ポーツ庁設置，キューバ危機，感染症関連，大阪都構

想の住民投票，安倍内閣の政治（以上各３校） 

福島原発事故→ＬＮＧ輸入増加を問う，パリ協定，パ

グウォッシュ会議，憲法改正論議，ギリシャ危機，沖

縄の米軍基地問題（以上各２校） 

山の日，メルケル独首相，マイナンバー，ヘイトスピ

ーチ，米大統領選，ふるさと納税（住民税），フラン

ス大規模テロ，夫婦別姓に関する最高裁判断，広島の

平和祈念式典で安倍首相が非核三原則にふれず，2015

年のノーベル賞，ネパール大地震，築地市場の移転，

女性活躍推進法，国連持続可能な開発サミット，クー

ルジャパン，ウクライナ問題，ＶＷディーゼル車排ガ

ス不正問題，15年度予算規模（96兆円）（以上各１校） 

ほかにも… 

３条（天皇の国事行為），６条（天皇の

任命権），15 条（秘密選挙），19 条（思

想・良心の自由），21条（言論の自由）， 

24 条（婚姻の成立），28 条（労働者の団

結権），44条（議員及び選挙人の資格），

45 条（衆院議員の任期），46 条（参院議

員の任期），64 条（弾劾裁判所），66 条

（内閣の組織と国会に対する連帯責

任），70 条（国会の召集），76 条（司法

権の独立），95条（住民投票），98条（憲

法の最高法規） 

が各１校で出題 

ほかにも… 

ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合） 

ＢＲＩＣＳ（近年経済発展が著しいブラ

ジル・ロシア・インド・中国・南ア） 

ＥＰＡ（経済連携協定） 

ＦＴＡ（自由貿易協定） 

ＩＯＣ（国際オリンピック委員会） 

ＬＣＣ（格安航空会社） 

ＭＥＲＳ（マーズ：中東呼吸器症候群） 

ＮＰＯ（非営利組織），ＮＰＴ（核拡散防

止条約），ＷＦＰ（国連世界食糧計画） 

ＵＮＣＴＡＤ（国連貿易開発会議） 

が各１校で出題 
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４．小学校の教科書からの出題が散見―教科書の精読（なぜ、どうしてを意識しながら） 

◎本文→図版（絵画、写真、地図、グラフなど）のキャプション 
＜開成＞ 
●入試では 

 
（解答）問１ Ｇ：武蔵  Ｈ：花火  Ｉ：旅順（リュイシュン）  Ｊ：万国博覧会  Ｋ：築地 

        問２ （１）水塚（みづか）   （２）綿糸 

●教科書では 

東京書籍 p91「両国の花火」          東京書籍 p119「日本軍とロシア軍の戦い」 
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＜フェリス＞ 
●入試では 

 

（解答）問４ ア 

 
●教科書では 

教育出版 p25 
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＜湘南白百合＞ 
●入試では 

 
（解答）１．オ   ２．埼玉県   ３．ワカタケル   



 

４．５世紀後半の大和朝廷の勢力範囲がわかる   ５．エ・ア・ウ・オ・イ  



 

●教科書では 

教育出版 p15 

 

東京書籍 p22 

 

  



 

５．上位校で資料を批判的に読み取る力を求める問題が増大 

  ―単なる資料分析だけではダメ！ なお、地理は資料の読み取り問題必出 

 

＜駒場東邦＞ 

 

 

 

（解答）（１）ア  （２）太平洋ベルト以外にも工場がつくられ、地方の工業の発展をはかる役割を果たした。 

 

 



 

 

（解答）（１）ア 

  



 

＜鷗友学園女子＞ 

 

（解答例） 

・返還当初に比べて基地関連の収入の割合は減っているが、県民総所得は増えていることが読み取れるから。 

・基地関連の収入の割合は減っており、観光収入の割合が上回るようになっていて、県民総所得も増えていることが読み取 

れるから。 

・・・など。 
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２ 今後の対策 

１．基礎・基本の徹底を！ ―基礎・基本の定着，正確な知識― 

２．小学校の教科書を軽視することなかれ！ （教科書を参考にした入試問題も出題）  

（１）新学習指導要領による教科書はボリュームアップ（旧教科書の１．３倍程の分量） 

（２）教科書の精読 

（３）教科書の巻末の「さくいん」で用語のチェックを！ 

３．教科の枠を超えた横断的な学習を！―知識と知識を結び付けて理解 

（例） 

①火山・地震などの自然災害の理解には理科の知識も必要 

②なぜ、暖流より寒流のほうが魚は多いの？ 

②なぜ、種子島にロケットの打ち上げ基地があるの？ 

４．読解力と表現力をつけよう！ 

正確に文章や資料を読む力，読み取ったものを表現する力 

５．「社会科のアンテナ」を高く張ろう！ 

小学生向けの新聞や雑誌を読む 

『月刊ジュニアエラ』（朝日新聞出版），『月刊Ｎｅｗｓがわかる』（毎日新聞社） 

「朝日小学生新聞」，「毎日小学生新聞」，「読売ＫＯＤＯＭＯ新聞」 

 

 

 

 

① 語彙が豊富になる。 

② 国語の読解力がつく。 

③ 論理的な思考力がつく。 

④ モノの見方や考え方が培われる。 

⑤ 物事に対する興味関心が強まる。 

⑥ 教養が豊かになる。 

⑦ 親子の会話がはずみ、絆が強くなる。 

⑧ 社会・理科の時事問題に強くなる。 
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